
エクシーガおよびインプレッサ、フォレスター、レガシィのリコールについて 

平成２４年６月７日 

 

平成２４年６月７日、富士重工業株式会社より、国土交通省にエクシーガおよびインプレッサ、フォレスター、レガシィの

リコールを届け出いたしました。 

 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ２９４６ リ コ ー ル 開 始 日 平成２４年６月７日 

不具合の部位（部品名） 原動機（ウォーターポンプ） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

エンジンのウォーターポンプにおいて、ベアリング部の組付隙間が小さいため、ベア

リングが破損し、ウォーターポンプが機能しなくなる場合がある。そのため、タイミングベ

ルトが損傷し、そのまま使用を続けると、エンジンが停止して再始動できなくなるおそれ

がある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、ウォーターポンプを対策品に交換する。 

不 具 合 件 数 ９７件 事 故 の 有 無 ０件 

発 見 の 動 機  国土交通省からの指摘および市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知さ

せるための措置 

 

・使用者：ダイレクトメール、直接訪問又は電話で通知する。 

・ 自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に記載する。 

・ 改善実施済車には、運転席側ドア開口部のドアロックストライカー付近に 

Ｎｏ. ２９４６のステッカーを貼付する。 

 

車名 型   式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール対象
車の台数 

備 考 

ＣＢＡ－ＹＡ５ 
ＹＡ５－００２０７７～ＹＡ５－０１１４１２ 

平成２０年 ５月２６日～平成２０年１０月 １日
４，６５５    

ＤＢＡ－ＹＡ４ 
ＹＡ４－００２０３３～ＹＡ４－００５５７６ 

平成２０年 ５月２７日～平成２０年 ９月３０日
３，２７９    

ＤＢＡ－ＹＡ５ 

エクシーガ 

ＹＡ５－００２０７８～ＹＡ５－０１１４００ 

平成２０年 ５月２７日～平成２０年 ９月３０日
３，９１６    

ＤＢＡ－ＧＨ２ 
ＧＨ２－０１６８９９～ＧＨ２－０２４７４４ 

平成２０年 ５月２２日～平成２０年１１月 ５日
４，９０７    

ＤＢＡ－ＧＨ３ 
ＧＨ３－００７７８３～ＧＨ３－０１１５２９ 

平成２０年 ５月２２日～平成２０年１１月 ６日
１，７３０    

ＣＢＡ－ＧＨ８ 
ＧＨ８－００６０２３～ＧＨ８－００７０９７ 

平成２０年 ５月２６日～平成２０年１１月 ５日
６０４    

ＣＢＡ－ＧＲＢ 
ＧＲＢ－００６５７０～ＧＲＢ－００７２４０ 

平成２０年 ５月２３日～平成２０年１０月 ２日
６５８    

ＤＢＡ－ＧＥ２ 
ＧＥ２－００２００１～ＧＥ２－００２５７２ 

平成２０年 ９月１９日～平成２０年１１月 ６日
２６６    

ＤＢＡ－ＧＥ３ 

インプレッサ 

ＧＥ３－００２００１～ＧＥ３－００２０９３ 

平成２０年 ９月１９日～平成２０年１１月 ５日
６８    

ＣＢＡ－ＳＨ５ 
ＳＨ５－０１８６１０～ＳＨ５－０２４８６４ 

平成２０年 ５月２２日～平成２０年１０月 ６日
１，６６８    

スバル 

ＤＢＡ－ＳＨ５ 

フォレスター 
ＳＨ５－０１８６０５～ＳＨ５－０２５４８２ 

平成２０年 ５月２２日～平成２０年１１月 ６日
４，２３１    



車名 型   式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール対象
車の台数 

備 考 

ＣＢＡ－ＢＬ５ 
ＢＬ５－０８４４９６～ＢＬ５－０８６８４５ 

平成２０年 ５月２３日～平成２０年１０月１８日
７４５    

ＤＢＡ－ＢＬ９ 
ＢＬ９－００４１３２～ＢＬ９－００４４９２ 

平成２０年 ６月 ９日～平成２０年１０月 １日 
１６８    

ＣＢＡ－ＢＰ５ 
ＢＰ５－１７１９３５～ＢＰ５－１７７１７０ 

平成２０年 ５月２３日～平成２０年１０月１８日
１，５８８    

ＣＢＡ－ＢＰＨ 
ＢＰＨ－００２６８７～ＢＰＨ－００３２９３ 

平成２０年 ５月２３日～平成２０年１０月 ２日
５９８    

スバル 

ＤＢＡ－ＢＰ９ 

レガシィ 

ＢＰ９－０５９３９５～ＢＰ９－０６０６６７ 

平成２０年 ６月 ９日～平成２０年 ９月２３日
１７２    

 
（計１６型式） （計４車種） 

（製作期間の全体の範囲） 

平成２０年 ５月２２日～平成２０年１１月 ６日

 

（計２９，２５３台） 
 

 

※対象車の車体番号及び製作期間の範囲には、対象にならない車体も含まれる場合がありますので、  

詳しくは最寄りの販売店にお問い合わせください。 

 



 
改 善 箇 所 説 明 図                    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ベアリング部 

     基 準 不 適 合 発 生 箇 所   

ウォーターポンプ 

 

ウォーターポンプ断面図
（ベアリング部） 

エンジンのウォーターポンプにおいて、ベアリング部の組付隙間が小さいため、ベアリ

ングが破損し、ウォーターポンプが機能しなくなる場合がある。そのため、タイミングベ

ルトが損傷し、そのまま使用を続けると、エンジンが停止して再始動できなくなるおそれ

がある。 

改善内容

全車両、ウォーターポンプを対策品に交換する。 

識  別 
車台番号打刻位置の右側に黄色ペイントを塗布する。 

 

注：        は交換部品を示す。 
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